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連　
載青

木 

裕
子 

氏

―
―
朗
読
は
、母
語
を
極
め
る

佐
藤
建
吉
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Someone

第②回

（
朗
読
家
／
軽
井
沢
朗
読
館
館
長

／
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

▼
朗
読
家
・
青
木
裕
子

次
の
文
章
を
読
ん
で
ほ
し

い
。

「
…
芸
っ
て
や
つ
は
な
、

所
詮
一
人
々
々
の
魂
の
中
に

別
々
に
活
き
て
か
ゞ
や
く
も

の
な
ん
だ
。
お
前
は
お
前
で

な
け
り
ゃ
い
け
ね
え
。
忘
れ

て
も
俺
の
芸
の
皮
な
ん
ぞ
真

似
し
な
さ
ん
な
。
そ
う
し
て

取
る
な
ら
俺
の
…
俺
の
肉
の

方
を
根
こ
そ
ぎ
取
っ
て
、
分

っ
た
か
。
な
あ
、
万
之
助
さ

ん
分
っ
た
な
あ
」

正
岡 

容
（
よ
し
お
か 

い

る
る
）
作
『
置
土
産
』
の
中

か
ら
抽
出
し
た
。
正
岡
容

は
、
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が

な
い
。
ま
た
『
置
土
産
』
も

同
様
で
あ
る
。
正
岡
は
、
明

治
37
年
に
神
田
に
生
ま
れ
、

作
家
、
寄
席
研
究
家
で
あ

り
、
落
語
や
浪
曲
の
台
本
を

書
き
、
大
衆
芸
能
の
啓
蒙
に

努
め
た
。
昭
和
33
年
没
。

本
コ
ラ
ム
シ
リ
ー
ズ
で

は
、
筆
者
と
知
己
の
人
物
を

〝
ア
イ
ウ
エ
オ
順
〟
に
「
挑

戦
者
の
履
歴
書
」
と
し
て
紹

介
す
る
。
最
初
に
紹
介
す
る

の
は
、
朗
読
家
・
青
木
裕
子

氏
で
あ
る
。
か
つ
て
Ｎ
Ｈ

Ｋ-

Ｔ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

に
毎
朝
、
登
場
し
て
い
た
の

で
、
名
前
や
顔
を
思
い
出
す

方
も
多
い
と
思
う
。
２
０
１

０
年
に
37
年
務
め
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
定
年
退

職
、
同
年
、
軽
井
沢
朗
読
館

を
開
設
し
、
そ
の
館
長
と
な

っ
た
。
２
０
１
３
年
に
は
軽

井
沢
町
か
ら
町
立
図
書
館
長

の
就
任
依
頼
を
受
け
昨
年
２

０
２
０
年
３
月
ま
で
在
職
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
、
名
誉

館
長
と
し
て
、
館
長
時
代
か

ら
の
朗
読
会
を
継
続
し
て
毎

月
土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

冒
頭
に
掲
げ
た
『
置
土

産
』
は
、
２
０
２
０
年
11
月

に
木
造
建
築
で
、
設
計
は
東

京
都
立
大
学
（
当
時
、
首
都

大
学
東
京
）
の
教
授
・
建
築

家
の
深
尾
精
一
氏
が
、
施
工

は
地
元
の
竹
花
工
業
の
協
力

で
行
っ
た
。
写
真
に
あ
る
楽

器
は
、
チ
ェ
ン
バ
リ
ス
ト
の

小
澤
章
代
さ
ん
が
東
京
か
ら

運
ん
で
き
た
チ
ェ
ン
バ
ロ
で

あ
る
と
い
う
。
運
営
は
一
般

社
団
法
人
と
し
て
行
っ
て
い

る
。

▼
館
長
・
青
木
裕
子
朗
読
会

軽
井
沢
町
立
図
書
館
に
は

二
つ
あ
る
が
、
中
軽
井
沢
図

書
館
は
、
し
な
の
鉄
道
・
中

軽
井
沢
駅
に
直
結
し
、
駅
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
同
時
に
２

０
１
３
年
４
月
に
新
築
オ
ー

プ
ン
し
た
。

同
時
に
、
青
木
氏
は
、
中

軽
井
沢
図
書
館
長
に
就
任
し

た
。
そ
の
際
、
軽
井
沢
町
と

は
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
を

し
た
と
い
う
。

朗
読
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
軽
井
沢
朗
読
館
を
創
っ

た
の
で
、
い
わ
ゆ
る
《
朗
読

文
化
》
を
通
し
た
町
へ
貢
献

だ
っ
た
ら
出
来
る
だ
ろ
う
。

…
全
国
の
他
の
町
に
は
な

い
、
声
の
文
学
表
現
で
あ

り
、
朗
読
に
よ
る
軽
井
沢
町

の
特
徴
化
と
し
て
…
。

こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て

「
図
書
館
館
長 

青
木
裕
子
朗

読
会
」
が
実
現
し
た
。
図
書

館
の
多
目
的
室
で
、
毎
月
第

２
土
曜
日
の
午
後
、
２
時
～

３
時
に
入
場
無
料
で
、
月
例

行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
町
内
外
か
ら
の
参
加
者

が
来
場
し
、
好
評
で
あ
る
。

中
軽
井
沢
図
書
館
は
、
駅

に
隣
接
で
、
駐
車
場
も
あ

り
、
新
刊
書
な
ど
蔵
書
も
あ

り
、
町
民
や
観
光
客
に
も
人

気
で
あ
る
。
２
０
１
３
年
４

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
同

年
８
月
に
は
10
万
人
、
翌
年

３
月
初
め
に
は
20
万
人
が
来

場
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１

５
年
10
月
に
は
入
場
者
50
万

人
、
２
０
１
８
年
８
月
に
は

１
０
０
万
人
に
達
し
た
と
い

う
。
予
想
以
上
に
、
中
軽
井

沢
図
書
館
が
、
集
い
と
出
会

い
の
交
流
起
点
、
ま
た
観
光

客
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て

い
る
。
青
木
氏
の
貢
献
も
大

き
い
だ
ろ
う
。

筆
者
も
、
軽
井
沢
の
別
荘

に
行
く
と
、
中
軽
井
沢
図
書

館
や
も
う
一
つ
の
離
山
図
書

館
は
落
ち
着
く
場
所
で
し
ば

14
日
（
土
曜
日
）
午
後
２

時
か
ら
中
軽
井
沢
図
書
館

（
２
階
多
目
的
室
）
で
開

催
さ
れ
た
「
名
誉
館
長 

青
木
裕
子
朗
読
会
」
の
朗

読
素
材
で
あ
る
。
筆
者
も

同
日
の
朗
読
会
に
参
加
し

た
。
同
氏
に
は
そ
の
後
、

洸
楓
座
主
催
の
朗
読
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

て
頂
い
た
。
そ
う
し
た
縁

で
、
同
氏
の
人
と
な
り
を

こ
こ
に
紹
介
す
る
次
第
で

あ
る
。

▼
出
身

青
木
裕
子
氏
は
、
１
９

５
０
年
に
福
岡
県
で
生
ま

れ
た
。
修
猷
館
高
校
、
津

田
塾
大
学
国
際
関
係
学
科

を
卒
業
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入

局
。
名
古
屋
放
送
局
を
経

て
、
１
９
７
５
年
よ
り
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
ア
ナ
ウ
ン

ス
室
に
所
属
、「
ス
タ
ジ
オ

１
０
２
」「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー

ス
ワ
イ
ド
」「
関
東
甲
信
越

小
さ
な
旅
」「
お
は
よ
う
ジ

ャ
ー
ナ
ル
」
な
ど
を
担
当
、

人
気
＆
活
躍
し
た
。

青
木
氏
は
、『
再
婚
ト
ラ

ン
プ
』『
軽
井
沢
朗
読
館
だ

よ
り
』
な
ど
の
本
も
出
版

し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
同
時
に
、
再
婚
女
性
、
母

親
介
護
、
義
娘
母
関
係
な
ど

の
家
庭
生
活
や
、
軽
井
沢
で

の
朗
読
活
動
に
つ
い
て
も
詳

し
く
明
快
に
綴
っ
て
い
る
。

本
コ
ラ
ム
で
は
、
お
も

に
、
朗
読
家
・
青
木
裕
子
に

つ
い
て
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て

紹
介
す
る
。

▼
軽
井
沢
朗
読
館
館
長

青
木
氏
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
定

年
と
同
時
に
、
２
０
１
０
年

７
月
に
、
軽
井
沢
朗
読
館
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。
見
事
な
場

面
展
開
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
、
い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が

あ
っ
た
。
か
つ
て
番
組
の
仕

事
で
面
識
の
あ
っ
た
軽
井
沢

在
住
の
自
然
保
護
活
動
家
、

星
野
裕
一
氏
か
ら
、
２
０
０

７
年
に
「
定
年
後
は
軽
井
沢

と
真
実
は
伝
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
朗

読
は
、
母
語
を
極
め
る
こ
と

に
な
り
、
誰
も
が
で
き
る
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
一
つ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
私

は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
、こ
れ
か
ら
も
行
い
ま
す
。

▼
ま
と
め

筆
者
と
同
年
の
青
木
氏

は
、
別
方
面
の
、
朗
読
と
い

う
一
路
を
歩
む
こ
と
《
履
歴

と
行
路
》
が
あ
る
こ
と
は
、

た
い
へ
ん
幸
せ
な
こ
と
で
あ

る
と
感
じ
た
。

そ
の
様
子
は
、
文
中
で
も

述
べ
た
が
、
軽
井
沢
朗
読
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
同
氏

の
朗
読
を
聞
き
、
体
験
で
き

る
。
次
の
サ
イ
ト
で
「
館

長

：

青
木
裕
子
の
朗
読
を

ご
覧
頂
け
ま
す
。」
を
入
力
。

　

http://karuizawaroud

okukan.jp/%e5%8b%95%e7

%94%bb%e3%82%b5%e3%82%

a4%e3%83%88%e3%81%8c%e

3%81%a7%e3%81%8d%e3%81

%be%e3%81%97%e3%81%9f%

ef%bc%81/

ま

た
、

Ｆ

Ｍ

軽

井

沢

（
77
・
５
㍋
㌹
）
で
は
毎
週

土
曜
日
（
夜
９
時
か
ら
30

分
、
そ
の
再
放
送
は
日
曜
日

に
８
時
か
ら
）
に
、
青
木
裕

子
氏
に
よ
る
朗
読
番
組
「
軽

井
沢　

朗
読
散
歩
」
を
放
送

し
て
い
る
。
次
の
サ
イ
ト
で

イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
で
聞
く
こ
と

が
で
き
る
。「
軽
井
沢　

朗

読
散
歩
」
で
検
索
。

h
t
t
p
s
:
/
/
f
m
-

karuizawa.co.jp/introd

uction/%E8%BB%BD%E4%BA

%95%E6%B2%A2-%E6%9C%97

%E8%AA%AD%E6%95%A3%E6%

AD%A9/

し
ば
訪
ね
る
。
ま
た
、
筆
者

の
洸
楓
座
で
も
、
中
軽
井
沢

図
書
館
の
多
目
的
室
で
は
、

こ
れ
ま
で
４
、
５
回
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

▼
Ｑ
＆
Ａ

青
木
氏
と
は
、
本
コ
ラ
ム

を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
電
話
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
朗
読

家
・
青
木
裕
子
の
人
と
な
り

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｑ
１　
朗
読
の
際
、
体
を
揺

す
り
読
ん
で
い
ま
し
た
が
…
。

Ａ
１　
下
読
み
を
３
、
４
回

を
し
ま
す
が
、
朗
読
し
て
い

る
と
作
者
も
悩
み
な
が
ら
書

い
て
い
る
の
で
、
そ
の
〝
も

が
き
〟
が
、
私
は
文
字
を
追

う
目
を
介
し
て
脳
と
一
体
化

し
、
全
身
に
回
る
の
で
す
。

作
者
の
求
め
た
い
も
の
と
、

一
緒
に
な
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
２　
ど
ん
な
作
品
を
選
ぶ

の
で
す
か
？

Ａ
２　
「
館
長 

朗
読
会
」
で

は
、
短
編
で
す
が
、
著
名
な

も
の
で
も
な
く
、
朗
読
作
品

の
掘
り
起
こ
し
も
兼
ね
て
選

び
朗
読
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
、
民
間
出
身
の
学
芸
員
の

奨
め
も
あ
り
、「
百
年
文

学
」
（
ポ
プ
ラ
社
刊
）
の
中

か
ら
選
択
し
て
い
る
。
今
年

２
月
に
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
著
『
き
み
子
』

を
朗
読
し
ま
し
た
。

Ｑ
３　
軽
井
沢
町
で
は
「
子

ど
も
読
書
活
動
」
推
進
計
画

を
、
ま
た
近
郊
の
市
町
と
で

は
「
朗
読
駅
伝
」
な
ど
を
や

っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
評
価

し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
３　
か
つ
て
、
家
族
旅
行

で
行
っ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で

感
じ
た
こ
と
は
、
観
光
客
に

も
わ
か
る
街
の
素
敵
さ
と

は
？

で
し
た
。
軽
井
沢
や

地
域
が
つ
く
る
素
敵
さ
は
、

住
民
が
地
元
の
素
敵
さ
を
感

じ
取
り
、
発
信
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
に
は
言
葉
が
大
事

で
、《
原
点
》
で
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
地
域
の
言
い

回
し
や
独
特
の
言
葉
が
、
文

化
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
方
言
も
重
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
読
書
運

動
は
、
子
供
た
ち
に
は
と
く

に
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
４　
軽
井
沢
朗
読
館
で
は

コ
ロ
ナ
の
中
で
、
イ
ベ
ン
ト

は
出
来
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
４　

昨
年
２
０
２
０
年

は
、
９
月
１
９
日
に
谷
川
俊

太
郎
父
子
の
「
九
月
の
森
の

風
の
な
か
で
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
１
２
月
に
は
、
白
山

麓
僻
村
塾
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
用
の
収
録
が
あ
り
ま
し

た
。
今
は
冬
季
で
休
館
中
で

す
。
利
用
に
つ
い
て
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５　
こ
の
コ
ラ
ム
は
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
青
木
さ
ん
は
、
軽
井
沢

朗
読
館
、
館
長
朗
読
会
、
さ

ら
に
Ｆ
Ｍ
軽
井
沢
で
の
「
軽

井
沢 

朗
読
散
歩
」
な
ど
朗

読
活
動
で
大
い
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

精
神
底
流
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

Ａ
５　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
精

神
科
医
の
夫
と
の
関
わ
り
か

ら
「
全
国
の
精
神
病
院
で
の

精
神
障
害
者
の
看
護
や
世
話

の
あ
り
方
を
改
善
す
る
医
療

変
革
」
に
一
石
を
投
じ
る
提

案
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
３
・
11
の

被
災
地
支
援
と
し
て
朗
読
活

動
も
し
て
き
ま
し
た
。
私
は

37
年
間
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

職
業
と
し
て
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
私
た
ち
が
最
も
心
に

響
き
発
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、《
母
語
》
で
語
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
な
い

軽井沢朗読館の外観

「朗読文化」を伝えていくべく、青木氏は軽井沢を
拠点の一つとして活動している

著書『軽井沢朗読だより』の表紙写真』

に
来
ま
せ
ん
か
」
と
電
話

が
あ
っ
た
と
い
う
。
定
年

後
は
、
東
京
に
住
み
、
小

さ
な
朗
読
ス
タ
ジ
オ
を
つ

く
り
朗
読
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
が
、「
軽
井
沢
で
も
ス

タ
ジ
オ
は
造
れ
ま
す
よ
」

と
の
誘
い
に
、
現
地
を
知

人
と
出
か
け
、
軽
井
沢
朗

読
館
の
構
想
づ
く
り
が
ス

タ
ー
ト
し
た
と
い
う
。
定

年
の
２
年
前
か
ら
土
地
購

入
、
木
造
朗
読
館
の
設

計
・
建
築
工
事
、
ス
タ
ジ

オ
設
備
設
置
等
と
進
み
、

オ
ー
プ
ン
で
き
た
の
だ
っ

た
。朗

読
館
は
写
真
の
よ
う


